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戦
後
数
年
間
、
中
学
校
・
高
校
で
使
わ
れ
た
社
会

科
の
教
科
書
を
復
刻
し
た
『
文
部
省
著
作
教
科
書 

民

主
主
義
』(

径
書
房)

と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、「
普
通
人
」
の
力
を
信
頼
す
る
こ
と
が
民
主
主

義
に
は
大
切
だ
、
と
い
う
こ
と
が
何
度
か
語
ら
れ
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
最
近
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
旋
風
や

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
国
民
投
票
の
例
を
挙
げ
、 

「
普
通
人
」
の
判
断
力
を
疑
う
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
同
時
に
、
民
主
主
義
の
前
提
を
疑
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。「
普
通
人
」
こ
そ
、
民
主
主
義
の

「
主
役
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

「
原
発
」
国
民
投
票
運
動
の
コ
ア
に
も
、「
普
通
人
」

の
力
を
信
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
普
通
人
」
が

「
主
役
」
と
な
れ
る
民
主
主
義
を
、
実
践
、
実
現
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
運
営
委
員
長
・
鹿
野
）

「
普
通
人
」が「
主
役
」に
な
れ
る
民
主
主
義
を
。
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英国EU離脱 
その衝撃と投票に至る経緯

取材レポート： 大芝健太郎　（ジャーナリスト・当会会員）
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イ
ギ
リ
ス
で
6
月
23
日
に
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
」
を
問
う
国

民
投
票
が
行
わ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
残
留
派
が
勝
利
す
る
と
誰

も
が
思
っ
て
い
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
離
脱
派
が

52
％
を
占
め
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
決
ま
っ
た
。誰
も

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
結
果
に
ポ
ン
ド
は
暴
落
し
、
キ
ャ

メ
ロ
ン
内
閣
は
総
辞
職
。イ
ギ
リ
ス
は
混
乱
期
に
突
入
し

た
。そ

も
そ
も
な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
国
民
投
票
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
２
０
１
５

年
の
総
選
挙
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
率
い
る

保
守
党
は
こ
の
選
挙
で
の
苦
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
前

年
に
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｕ
議
会
選
挙
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
を
目
指
す
極
右
政
党
「
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
」
が
27
・

５
％
の
支
持
を
得
て
第
1
党
に
な
り
、
保
守
党
内
で
も

「
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
理
由
で
イ
ギ
リ
ス

独
立
党
に
鞍
替
え
す
る
者
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
、キ
ャ
メ

ロ
ン
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
か
ら
の
票
を
集
め
る
た
め
、選
挙
公

約
の
一
つ
と
し
て
「
保
守
党
が
過
半
数
を
獲
得
し
た
ら
、

Ｅ
Ｕ
離
脱
を
問
う
国
民
投
票
を
実
施
す
る
」と
宣
言
し
、

選
挙
の
結
果
過
半
数
を
獲
得
し
た
保
守
党
は
国
民
投
票

の
実
施
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

投
票
率
は
72
％
。
総
選
挙
で
70
％
を
超
え
た
の
は

１
９
９
７
年
以
来
で
あ
り
、国
民
の
関
心
は
高
か
っ
た
と

言
え
る
。
し
か
し
こ
の
数
字
は
、日
本
の
投
票
率
で
感
じ

る
そ
の
高
さ
よ
り
は
、実
感
と
し
て
は
低
く
な
る
。
イ
ギ

リ
ス
は
投
票
人
名
簿
に
自
ら
登
録
し
て
初
め
て
有
権
者

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
た
め
、そ
も
そ
も
投
票
に
行
く

気
の
な
い
人
は
母
数
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
国

民
全
体
を
母
数
と
す
れ
ば
65
％
く
ら
い
が
妥
当
な
数
字

だ
ろ
う
。　

（
次
頁
へ
続
く
↖
）

残留派の若者たち（ロンドン）
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（
↙
前
頁
よ
り
）「
Ｅ
Ｕ
離
脱
」
と
い
う
結
果
に
は
多
く

の
若
者
、
Ｅ
Ｕ
移
民
か
ら
の
反
発
が
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
で

は
４
万
人
を
超
え
る
大
規
模
な
デ
モ
も
行
わ
れ
た
。
国

民
投
票
の
投
票
権
は
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
、ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

に
住
む
、英
連
邦
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
に
与
え
ら

れ
て
お
り
、Ｅ
Ｕ
移
民
に
は
投
票
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
新
し
く
就
任
し
た

メ
イ
首
相
は
「
離
脱
は
離
脱
」
と
公
言
し
、
今
後
は
Ｅ

Ｕ
を
ど
う
離
脱
す
る
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
問
う
住
民
投
票
と
の
比
較

２
０
１
４
年
9
月
に
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
「
独

立
」
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
。
投
票
日
1
年
前
ま
で

は
30
％
ほ
ど
だ
っ
た
独
立
支
持
率
が
、
投
票
直
前
に
は

残
留
支
持
を
上
回
る
ほ
ど
の
勢
い
を
見
せ
た
。
あ
わ
や

独
立
か
と
思
わ
れ
た
が
、
結
果
は
45
％
の
支
持
に
と
ど

ま
り
、
独
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
左
か
ら
大
き
な
風
が
吹

い
た
。
住
民
投
票
を
進
め
た
の
は「Scottish N

ational 
Party

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
）」
と
い
う
、
教
育
の

公
的
補
助
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
、
社
会
民
主

主
義
的
な
政
策
を
掲
げ
る
政
党
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

(United Kingdom
)

か
ら
独
立
す
る
こ
と
で
、新
自
由

主
義
的
な
保
守
党
の
政
治
か
ら
解
放
さ
れ
、も
っ
と
格
差

を
埋
め
る
政
策
を
進
め
ら
れ
、
核
兵
器
で
は
な
く
医
療

や
教
育
に
お
金
を
か
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
移
民
を

歓
迎
す
る
国
へ
舵
を
切
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
政
策
が
今
ま
で
投
票
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
貧
困
層

な
ど
も
取
り
込
み
、支
持
者
を
得
て
い
っ
た
。
そ
し
て
最

終
的
に
問
わ
れ
た
の
が「
カ
ネ
か
主
権
か
？
」で
あ
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
と
ポ
ン

ド
が
今
ま
で
通
り
使
え
る
か
が
わ
か
ら
ず
、Ｅ
Ｕ
に
留
ま

れ
る
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
独
立
は
経
済
的
に
リ

ス
ク
の
高
い
選
択
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド(W

estm
inster)

に
主
権
が
奪
わ
れ
た
ま

ま
で
い
い
の
か
。

"Scotland's future in Scotland's hands"

「
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
未
来
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
決
め
る
こ

と
」と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
心
を

打
ち
、
独
立
ま
で
も
う
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
支
持
を

拡
大
し
た
。
今
、イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
決
ま
り
、親

Ｅ
Ｕ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
再
度
「
住
民
投
票
」
の
準
備

を
し
て
い
る
。 

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、国
民
投
票
で
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
」
は

4
割
ほ
ど
の
支
持
を
受
け
て
い
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進

め
て
い
た
の
は
、
保
守
党
の
離
脱
派
と
イ
ギ
リ
ス
独
立

党
。
こ
れ
ら
の
離
脱
派
は
離
脱
す
れ
ば
、
移
民
を
制
限

で
き
、Ｅ
Ｕ
の
規
制
を
外
し(

も
っ
と
新
自
由
主
義
的
な

競
争
を
進
め)

、他
の
国
と
共
に
発
展
す
る
の
で
は
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
を
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
。
し

か
し
、
Ｅ
Ｕ
に
残
留
し
な
け
れ
ば
「
経
済
」
が
落
ち
込

む
こ
と
は
、
誰
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
で
、
離
脱
派
の
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
争
点
に

し
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
が
独
立
の
気
運
を

高
め
た
の
と
同
じ
「
カ
ネ
か
主
権
か
？
」
と
い
う
選
択
で

あ
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「Take back control

（
主

権
を
取
り
戻
せ
）」。
Ｅ
Ｕ
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法

よ
り
上
位
法
に
あ
た
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
主
権
を
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
の
官
僚
た
ち
に
握
ら
れ
た
ま
ま
で
い
い
の
か
。
官
僚

た
ち
も
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
事

実
、
離
脱
派
の
リ
ー
ダ
ー
格
、
保
守
党
議
員
の
ジ
ョ
ン
ソ

ン
は
こ
の
言
葉
で
最
後
の
討
論
会
を
終
え
、
争
点
の
一
つ

に
こ
の
「
主
権
」
を
持
っ
て
き
た
。 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
「
独

立
」
に
投
票
し
た
貧
困
層
、
低
学
歴
層
は
、
も
し
投
票

に
よ
っ
て
「
独
立
」
が
実
現
す
れ
ば
、
不
満
は
い
く
ら
か

改
善
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
の

場
合
、
右
か
ら
吹
い
て
き
た
こ
の
風
に
高
齢
者
、
貧
困
層

や
低
学
歴
層
が
飛
び
乗
っ
た
わ
け
だ
が
、果
た
し
て
離
脱

に
投
票
し
た
彼
ら
の
抱
え
て
い
る
不
安
が
、
保
守
党
の

リ
ー
ド
す
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
か
は
疑

問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
貧
し
く
な
っ
て
い
く

可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
不
満
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、

も
っ
と
極
端
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
排
他
主
義
、
経
済
格

差
が
進
ん
で
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る

日
本
の
直
接
投
票
を
語
る
レ
ベ
ル
の
低
さ

以
下
は
、 

読
売
新
聞
6
月
28
日
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

 「
英
国
が
国
民
投
票
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
の
離

脱
を
決
め
た
こ
と
を
巡
っ
て
28
日
、
閣
議
後
の
記
者
会

見
で
、国
民
投
票
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
迎
合
主
義
）

に
陥
る
危
険
性
を
指
摘
す
る
声
が
相
次
い
だ
。 

河
野
国
家
公
安
委
員
長
は
「
離
脱
派
の
公
約
が
あ
ま
り

正
確
で
は
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
民
主
主
義
で
物
事
を
決
め
る

難
し
さ
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
英

国
で
は
再
投
票
を
求
め
る
署
名
活
動
が
広
が
る
な
ど
、

離
脱
決
定
を
後
悔
す
る
動
き
が
出
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
も
の
だ
。
麻
生
副
総
理
兼
財
務
相
は
「
議
院
内
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閣
制
を
良
し
と
す
る
英
国
で
、
代
議
員
制
度
で
は
な
く

直
接
投
票
を
選
ん
だ
の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
述

べ
、
議
会
で
冷
静
に
議
論
を
進
め
る
べ
き
だ
っ
た
と
強

調
し
た
。」

「
国
民
投
票
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
陥
る
危
険
性
」
は
始

ま
る
前
か
ら
わ
か
り
き
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
こ
れ
は
「
車

が
交
通
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
車
は
凶
器
に
も
な
り
う
る
、し
か
し
ど
う
安
全
に
車

に
乗
る
か
を
議
論
す
べ
き
な
の
だ
。「
正
確
な
情
報
が
出

て
こ
な
い
」
と
い
う
の
は
当
然
予
想
さ
れ
る
課
題
で
あ
る

が
、
正
確
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
、
国
民
一
人
ひ
と

り
で
あ
り
、
む
し
ろ
表
現
の
自
由
が
阻
害
さ
れ
、
政
府
の

言
う
「
正
確
な
」
情
報
し
か
流
せ
な
く
な
る
方
が
心
配

だ
。「

直
接
投
票
で
は
な
く
、議
会
で
議
論
を
進
め
る
べ
き
」

と
い
う
が
、
有
権
者
は
代
議
員
に
、
選
挙
で
争
点
と
な

ら
な
い
す
べ
て
の
政
策
方
針
ま
で
を
託
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
原
発
の
稼
働
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
、
特
に
国
民

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
案
に
お
い
て
は
、主
権
の
存

す
る
国
民
に
直
接
問
う
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。ま
た

仮
に
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
進
め
る
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
が
単
独

与
党
で
政
権
を
握
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
議
会
制
民
主
主

義
を
理
由
に
、
そ
れ
を
国
民
に
問
わ
ず
に
Ｅ
Ｕ
を
離
脱

す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。い

ず
れ
の
批
判
も
「
直
接
投
票
」
自
体
に
あ
り
も
し
な

い
理
想
を
抱
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
直
接
投
票
」

を
触
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
今
、
私
た
ち
が
す
る
べ
き
は
「
直
接
投
票
」
叩

き
で
は
な
く
、今
後
日
本
で
行
わ
れ
る
場
合
の
投
票
を
よ

り
よ
く
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
だ
。「
国
民
投
票
」「
住
民

投
票
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
各
国
で
す
で
に
行
わ
れ
て

い
る
法
律
や
ル
ー
ル
は
様
々
で
あ
り
、
今
一
度
、
各
国
の

例
を
検
証
し
直
し
、
実
際
に
日
本
で
行
わ
れ
る
住
民
投

票
、
ま
た
今
後
初
め
て
行
わ
れ
る
国
民
投
票
に
期
待
し

た
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
は
成
功

Ｅ
Ｕ
離
脱
と
い
う
選
択
は
、
見
る
人
が
見
れ
ば
失
敗

と
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、国
民
投
票
を
前
に
盛
ん

に
議
論
が
行
わ
れ
、
あ
る
程
度
の
情
報
が
行
き
渡
り
、
高

い
投
票
率
が
記
録
さ
れ
た
。
国
民
的
な
議
論
を
経
て
、主

権
者
で
あ
る
国
民
が
一
票
を
投
じ
、
決
定
し
た
こ
と
の
意

義
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
民
投
票
を
仕
掛
け

た
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
望
ん
で
い
た
結
果
を
見
る
こ
と
は
で
き

ず
、
国
民
の
選
択
を
「
尊
重
す
る
」
と
し
て
辞
職
し
た
。

続
い
て
首
相
に
な
っ
た
メ
イ
新
首
相
も
「
離
脱
は
離
脱
」

と
公
言
し
、
次
は
ど
う
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
か
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
3
回
目
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

独
立
住
民
投
票
な
ど
を
含
む
と
12
回
）
と
な
る
国
民
投

票
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
一
票
を
投
じ
、
そ
の
結
果

に
責
任
を
と
る
営
み
と
し
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
。そ
の
意

味
で
、今
回
の
国
民
投
票
は
成
功
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

戸別訪問する離脱派市民（ロンドン）当日の投票所（ロンドン）
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第
24
回
参
議
院
選
挙
　

公
開
質
問
状
の
回
答
結
果

●原発国民投票法の制定に「賛成」
政党 名前 選挙区 現/元/新 当落 問1回答 問2回答

民進党 9 人

桜井 充 宮城 現 ◎当選 賛成 参加したい
徳永 エリ 北海道 現 ◎当選 賛成 参加したい
真山 勇一 神奈川 現 ◎当選 賛成 参加したい
小川 敏夫 東京 現 ◎当選 賛成 参加したい
福山 哲郎 京都 現 ◎当選 賛成 参加したい
大河原 まさこ 比例 現 落 賛成 参加したい
田中 なおき 比例 現 落 賛成 参加したい
増子 輝彦 福島 現 ◎当選 賛成 検討したい
たしろ かおる 比例 現 落 賛成 検討したい

日本共産党 6 人

よしまた 洋 比例 新 落 賛成 参加したい
石山 ひろゆき 比例 新 落 賛成 参加したい
にしざわ 博 比例 新 落 賛成 参加したい
高橋 わたる 比例 新 落 賛成 参加したい
山田 かずお 比例 新 落 賛成 参加したい
みかじり 亮子 比例 新 落 賛成 検討したい

社会民主党 2 人
森 ひでお 神奈川 新 落 賛成 参加したい
増山 麗奈 東京 新 落 賛成 参加したい

新党改革 2 人
平山 誠 比例 元 落 賛成 参加したい
大坂 佳巨 比例 新 落 賛成 参加したい

おおさか維新の会 1 人 鈴木 望 比例 新 落 賛成 参加したい
生活の党 1 人 日吉 雄太 比例 新 落 賛成 参加したい

無所属 1 人 佐藤 かおり 東京 新 落 賛成 検討したい

●原発国民投票法の制定に「条件付き賛成」
政党 名前 選挙区 現/元/新 当落 問1回答 問2回答

社会民主党 1 人 田山 英次 比例 新 落 条件付き賛成 参加したい
減税日本 1 人 奥田 香代 愛知 新 落 条件付き賛成 検討したい

無所属 2 人
永江 孝子 愛媛 新 落 条件付き賛成 検討したい
道用 悦子 富山 新 落 条件付き賛成 どれでもない

●原発国民投票法の制定に「反対」
政党 名前 選挙区 現/元/新 当落 問1回答 問2回答

自由民主党 3 人
熊谷 大 宮城 現 落 反対 参加したくない
高野 剛 山梨 新 落 反対 参加したくない
小鎚 隆史 滋賀 現 ◎当選 反対 参加したくない

公明党 1 人 高瀬 弘美 福岡 新 ◎当選 反対 参加したくない
無所属 1 人 阿部 広美 熊本 新 落 反対 参加したくない

諸派 1 人 鈴木 信行 東京 新 落 反対 参加したくない

政党 名前 当落

日本共産党 
36 人

森 英士 落
あさか 由香 落
小林 恭子 落
浅野 史子 落
山添 拓 ◎当選
須山 初美 落
鈴木 千佳 落
大河原 寿貴 落
渡部 結 落
柴田 雅子 落
市田 忠義 ◎当選
大門 みきし ◎当選
いわぶち 友 ◎当選
おくだ 智子 落
椎葉 かずゆき 落
たけだ 良介 ◎当選
春名 なおあき 落
いせだ 良子 落

政党 名前 当落

日本共産党 
36 人

藤本 ゆり 落
いわぶち 彩子 落
くまがい 智 落
小池 一徳 落
伊藤 たつや 落
亀田りょうすけ 落
佐藤 こうへい 落
和泉 信丈 落
坂口 多美子 落
岡田正和 落
遠藤ひでかず 落
ふるたみちよ 落
かみむら泰稔 落
原口敏彦 落
山下かい 落
松本隆 落
真栄里　保 落
田村智子 ◎当選

政党 名前 当落

民進党 
5 人

杉尾 ひでや ◎当選
黒石 健太郎 落
はちろ 吉雄 ◎当選
蓮舫 ◎当選
宮沢 由佳 ◎当選

自由民主党 
3 人

若林 健太 落
古庄 玄知 落
阿達  雅志 ◎当選

公明党 1 人 伊藤 孝江 ◎当選
社会民主党 1 人 吉田 ただとも 落
新党改革 1 人 藤岡 佳代子 落

無所属 
5 人

読谷山  洋司 落
木戸口 英司 ◎当選
米長 晴信 落
由良 登信 落
下町 和三 落

支持政党なし 
2 人

片野 英司 落
佐野 明美 落

●原発国民投票法の制定に「どれでもない」
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２
０
１
６
年
7
月
10
日
に
投
開
票
さ
れ

た
第
24
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
は
、
選

挙
区
・
比
例
区
合
わ
せ
て
３
８
８
人
が
立

候
補
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
決
め
よ
う「
原

発
」
国
民
投
票
は
、
そ
の
う
ち
送
付
先
の

判
明
し
た
３
０
７
人
に
公
開
質
問
状
を
送

り
ま
し
た（
過
去
に
送
付
を
断
ら
れ
た
こ
と

の
あ
る
幸
福
実
現
党
は
、
調
査
対
象
外
）。

回
答
が
あ
っ
た
の
は
、
43
人
で
し
た
。

質
問
項
目
は
以
下
の
2
つ
で
す
。

①
原
発
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票(

以
下
、

「
原
発
」
国
民
投
票)

を
実
施
す
る
た
め
の

手
続
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ

な
た
は
賛
成
で
す
か
？
反
対
で
す
か
？

②
「
原
発
」
国
民
投
票
法
の
成
立
を
目
的

と
す
る
超
党
派
議
員
連
盟
を
設
立
し
、
そ

れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た

は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

問
①
に
つ
い
て
は
、「
賛
成
」
が
22
人
、

「
条
件
付
き
賛
成
」
が
4
人
、「
反
対
」
が

6
人
、「
ど
れ
で
も
な
い
」
が
33
人
、
回
答

な
し
が
1
人
で
し
た
。

政
党
別
に
み
る
と
、「
賛
成
」
が
も
っ
と

も
多
か
っ
た
の
が
民
進
党
の
9
人
で
、
次
い

で
共
産
党
の
6
人
、
社
民
党
と
新
党
改
革

が
2
人
、
お
お
さ
か
維
新
の
会
と
生
活
の

党
、
無
所
属
が
1
人
で
し
た
。
自
民
党
か

ら
は
「
賛
成
」
の
意
見
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

お
お
さ
か
維
新
の
会
か
ら
「
賛
成
」
と

回
答
し
た
1
人
は
、
原
発
静
岡
県
民
投
票

の
直
接
請
求
運
動
で
共
同
代
表
を
務
め
た

鈴
木
望
氏
（
比
例
）
で
し
た
。
国
会
請
願

の
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
福
山

哲
郎
（
京
都
）、
徳
永
エ
リ
（
北
海
道
）
の

両
氏
、
桜
井
充
氏
（
宮
城
）
を
は
じ
め
、

「
賛
成
」
と
回
答
し
当
選
し
た
6
人
は
、
何

れ
も
民
進
党
の
議
員
で
し
た
。
以
下
に
、賛

成
者
の
コ
メ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

 民
進
党

徳
永
エ
リ
氏
（
北
海
道
）

「
第
１
８
９
回
国
会
で
の
請
願
は
力
及

ば
ず
審
査
未
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き

続
き
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
法
制

定
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。」

民
進
党

真
山

勇
一
氏
（
神
奈
川
）

「
本
来
、
国
会
議
員
が
常
識
と
良
識
に
基

づ
い
て
判
断
し
『
原
発
ゼ
ロ
』
を
達
成
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
民
意
に
耳

を
傾
け
る
議
員
の
数
が
多
く
な
い
現
状
で

は
国
民
投
票
に
訴
え
る
こ
と
も
考
慮
す
べ

き
。」

共
産
党

山
田
か
ず
お
氏
（
比
例
）

「
原
発
推
進
の
自
民
、
公
明
を
少
数
に
追

い
こ
む
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。」

「
反
対
」
と
答
え
た
6
人
の
所
属
政
党

は
、
自
民
党
3
人
、
公
明
党
1
人
、
無
所

属
1
人
、諸
派
1
人
で
し
た
。「
反
対
」
議

員
の
う
ち
、
自
民
党
の
小
鎚
隆
史
氏
（
滋

賀
）と
公
明
党
の
高
瀬
弘
美
氏 （
福
岡
）が

当
選
し
て
い
ま
す
。

「
ど
れ
で
も
な
い
」と
回
答
し
た
候
補
は
、

共
産
党
所
属
が
圧
倒
的
に
多
く
36
人
で
、

民
進
党
の
5
人
、
自
民
党
が
3
人
、
公
明
、

社
民
が
そ
れ
ぞ
れ
1
人
、
無
所
属
・
諸
派

が
7
人
で
し
た
。「
ど
れ
で
も
な
い
」
の
中

に
も
注
目
に
値
す
る
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
民
進
党
の
代
表
に
就
任
し
た
蓮
舫
氏

（
東
京
）
は
、
コ
メ
ン
ト
で
「
今
後
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
」と
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
回
落
選
は
し
た
も
の
の
社
民
党
の
党
首

に
留
ま
っ
た
吉
田
忠
智
氏
（
比
例
）
は
、 

「
脱
原
発
の
立
場
で
す
が
、
社
民
党
の
中
で

ま
だ
議
論
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

問
②
（
議
員
連
盟
の
設
立
・
参
加
）
に

つ
い
て
は
、「
参
加
し
た
い
」
が
19
人
、「
検

討
し
た
い
」
が
8
人
、「
参
加
し
た
く
な
い
」

が
4
人
、「
ど
れ
で
も
な
い
」
が
55
人
で
し

た
。
お
お
む
ね
、
問
一
に
肯
定
的
な
議
員

は
、
問
二
に
も
肯
定
的
な
回
答
を
寄
せ
ま

し
た
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
は
、「
原
発
」
国

民
投
票
に
強
く
賛
同
す
る
議
員
の
落
選
や

不
出
馬
も
あ
り
ま
し
た
。
国
会
請
願
の
紹

介
議
員
だ
っ
た
新
党
改
革
の
山
田
太
郎
氏

（
比
例
）
は
、
30
万
票
近
い
得
票
が
あ
っ
た

も
の
の
、残
念
な
が
ら
落
選
し
ま
し
た
。
ま

た
、
過
去
に
国
会
で
何
度
も
「
原
発
」
国

民
投
票
の
実
現
を
訴
え
た
松
田
公
太
氏

（
日
本
を
元
気
に
す
る
会
）
は
出
馬
す
る
こ

と
な
く
、
政
界
を
去
り
ま
し
た
。

43
人
と
い
う
回
答
数
は
、決
し
て
多
い
数

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、過
去
の
公
開

質
問
状
の
回
答
に
今
回
の
新
た
な
回
答
が

加
わ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
会
と
し
て
の
蓄
積

は
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。
宛
先
の
住
所

を
調
べ
、
送
付
作
業
を
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
公
開
質
問
状
の
一

連
の
作
業
は
、
大
変
骨
の
折
れ
る
も
の
で

す
。
今
後
、そ
の
努
力
が
無
駄
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
回
答
を
寄
せ
て
く
れ
た
一
人
一
人

の
候
補
に
地
道
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。(

運
営
委
員
長
・
鹿
野)
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原
発
を
め
ぐ
る
各
地
の
状
況（
伊
方
・
川
内
・
新
潟
）

伊
方
原
発
、
川
内
原
発
の
現
地
レ
ポ
ー
ト
を

お
届
け
し
ま
す
。
伊
方
原
発
の
報
告
は
、「
伊
方

の
家
」
を
主
宰
す
る
反
原
発
の
闘
志
、
八
木
健

彦
さ
ん
か
ら
。
八
木
さ
ん
は
、
八
幡
浜
市
住
民

投
票
の
直
接
請
求
運
動
で
は
事
務
局
を
務
め
て

お
ら
れ
、当
会
の
メ
ン
バ
ー
も
現
地
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
川
内
原
発
の
報
告
者
で
あ
る 

井
上
真
紀
さ
ん
に
は
、
2
月
20
日
に
兵
庫
県
西

宮
市
で
当
会
が
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト「
ナ
ッ
ト
ク

し
て
ま
す
？
原
発
再
稼
働
の
コ
ト
。」
で
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
川
内
原
発
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

伊
方

２
０
１
６
年
1
月
28
日
の
八
幡
浜
市
議
会
で

住
民
投
票
条
例
案
が
９
９
３
９
名
の
署
名
を

踏
み
に
じ
っ
て
否
決
さ
れ
た
時
か
ら
、
伊
方
原

発
再
稼
働
を
め
ぐ
る
闘
い
は
四
電
と
住
民
（
30

㎞
圏
―
全
四
国
・
環
瀬
戸
内
圏
）
と
が
直
接
に

向
き
合
う
構
造
へ
と
移
行
し
た
。
八
幡
浜
住
民

投
票
は
、
９
・
2
市
長
同
意
回
答
を
軸
に
偽
造

さ
れ
た
地
元
同
意
が
公
的
力
と
し
て
30
㎞
圏
の

表
層
を
覆
い
、社
会
を
締
め
上
げ
て
い
く
こ
と
に

鋭
く
対
峙
し
た
。
表
層
の
地
元
同
意
を
引
き
は

が
し
、「
福
島
を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
意
志

を
住
民
の
自
己
決
定
と
し
て
公
的
に
表
現
し
、

30
㎞
圏
の
住
民
意
志
と
し
て
逆
包
囲
し
て
い
く

と
い
う
位
置
を
持
っ
て
い
た
。そ
れ
だ
け
に
再
稼

働
容
認
・
推
進
の
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
強
硬
な

壁
に
直
面
し
、
挫
折
し
た
。
私
た
ち
は
1
月
28

日
八
幡
浜
市
庁
舎
包
囲
に
早
朝
か
ら
集
ま
っ
た

１
５
０
名
の
力
を
南
予
全
体
に
広
げ
て
い
く
べ

く
、
2
月
～
4
月
に
広
瀬
隆
氏
や
岡
村
眞
氏
の

連
続
講
演
会
を
八
幡
浜
・
西
予
・
宇
和
島
で
開

催
し
、
横
断
幕
を
張
り
巡
ら
せ
た
車
両
25
台
で

の
南
予
縦
断
車
パ
レ
ー
ド
を
敢
行
し
た
。

4
月
に
は
熊
本
大
地
震
が
あ
り
、
八
幡
浜
で

も
震
度
5
弱
を
経
験
、
そ
し
て
震
源
地
が
中
央

構
造
線
を
東
漸
し
て
大
分
へ
と
拡
大
し
、
伊
方

原
発
の
恐
怖
は
南
予
全
域
に
広
が
っ
た
。
5
月

11
日
か
ら
の
1
ヵ
月
間
、
四
電
が
延
べ

１
５
０
０
名
の
社
員
を
動
員
し
て
20
㎞
圏

２
万
８
千
戸
へ
の
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、
そ
れ

に
対
抗
し
て
私
た
ち
は
愛
媛
全
県
及
び
全
四
国

か
ら
の
べ
２
５
０
名
の
参
加
を
得
て
、
20
㎞
圏

に
３
万
部
の
マ
ン
ガ
パ
ン
フ
を
各
戸
配
布
し
た
。

地
震
と
原
発
を
め
ぐ
る
複
合
災
害
（
第
2
の
福

島
）
は
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し
て
突
き
出
さ
れ

た
。
6
月
下
旬
の
核
燃
料
装
填
と
四
電
株
主
総

会
は
全
四
国
か
ら
の
抗
議
の
声
に
包
ま
れ
た
。

四
電
は
7
月
26
日
に
再
起
動
さ
せ
る
と
発
表
し

た
が
、
川
内
・
高
浜
と
同
様
再
稼
働
し
よ
う
と

す
る
や
ト
ラ
ブ
ル(

一
次
冷
却
水
ポ
ン
プ
の
漏
水

事
故
、
後
に
は
二
次
冷
却
水
ポ
ン
プ
も)

を
発

生
さ
せ
、
原
発
の
本
質
的
構
造
的
欠
陥
を
露
呈

し
た
の
だ
っ
た
。

７
月
24
日
の
全
国
集
会
は
こ
う
い
う
中
で
開

催
さ
れ
た
。
半
世
紀
に
及
ぶ
伊
方
闘
争
は
じ

ま
っ
て
以
来
と
い
う
７
０
０
名
の
全
国
集
会
は

愛
媛
県
警
（
香
川
や
兵
庫
県
警
の
応
援
を
受
け

た
）
の
総
力
を
挙
げ
た
地
域
厳
戒
態
勢
の
中
、

国
道
１
９
７
号
線
→
ゲ
ー
ト
前
と
熱
気
に
満
ち

て
敢
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
８
月
11
日
～
12
日
と

再
起
動
は
１
５
０
名
で
迎
え
撃
た
れ
た
。
７
月

～
８
月
の
時
期
に
は
伊
方
町
内
の
各
集
落
へ
の

街
宣
・
パ
レ
ー
ド
・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
連
日
に
わ

た
っ
て
精
力
的
に
追
求
さ
れ
た
。そ
れ
は
住
民
の

中
に
共
感
を
創
っ
て
い
く
も
の
と
な
っ
た
。
多
く

の
人
が
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
で
耳
を
傾
け

て
く
れ
た
。

そ
れ
で
も
伊
方
原
発
３
号
機
は
再
稼
働
さ
れ

た
。
だ
が
私
た
ち
は
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
と
命
を
諦
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、誇
り
と
尊
厳
を
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
さ
ら
に
大
き
な
大
衆
運
動
と
自
治
体
行

政
を
動
か
す
行
動
と
裁
判
闘
争
等
、
可
能
な
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
闘
っ
て
い
く
。

（
八
幡
浜
市
・
八
木
健
彦
さ
ん
）

川
内

２
０
１
５
年
８
月
11
日
、
鹿
児
島
県
だ
け
で

な
く
全
国
民
の
不
安
を
無
視
し
て
川
内
原
発
１

号
機
は
再
稼
働
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
15

日
に
は
２
号
機
が
再
稼
働
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
、
熊
本
で
大
き
な
地
震
が
２
回
あ

伊方原発（愛媛県伊方町）川内原発（鹿児島県薩摩川内市）
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り
ま
し
た
。
鹿
児
島
市
も
揺
れ
ま
し
た
が
、
薩

摩
川
内
市
で
も
震
度
４
と
震
度
３
の
地
震
が
あ

り
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
は
日
頃
か
ら
桜
島
が
よ

く
噴
火
し
ま
す
が
、
地
震
は
少
な
く
、
今
回
の

熊
本
地
震
の
余
波
に
よ
る
鹿
児
島
で
の
地
震
の

心
理
的
影
響
は
考
え
る
以
上
に
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

７
月
の
県
知
事
選
で
は
原
発
推
進
派
だ
っ
た

伊
藤
知
事
が
落
選
し
、
脱
原
発
派
の
三
反
園
知

事
が
誕
生
し
ま
し
た
。
議
会
を
含
め
こ
れ
ま
で

原
発
推
進
派
が
多
数
を
占
め
て
い
た
薩
摩
川
内

市
で
は
７
票
差
で
三
反
園
知
事
が
勝
ち
ま
し

た
。こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
ず
、伊
藤
知
事
は
こ
れ
ま
で
３
期
務
め
て
い

て
次
当
選
す
れ
ば
４
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
１

期
目
は
そ
れ
な
り
に
良
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、横

柄
な
態
度
も
相
ま
っ
て
次
第
に
評
判
が
悪
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。（
特
に
県
庁
の
職
員
の
評
判

は
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
す
。）
ま
た
県
民
の
た
め

と
い
う
よ
り
自
分
を
支
援
す
る
団
体
や
企
業
ば

か
り
が
恩
恵
を
受
け
る
政
策
が
目
に
つ
く
よ
う

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
団
体
や
企
業
や
県

民
の
反
感
を
買
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
リ
コ
ー
ル
運
動
の
時
の
よ
う
に

選
挙
が
近
づ
く
に
つ
れ
「
も
う
伊
藤
知
事
に
は

や
め
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
地
震
が
起
き
て
す
ぐ
、
薩
摩
川

内
市
の
漁
港
で
お
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年

に
１
度
、
大
漁
と
無
事
を
願
う
伝
統
的
な
お
祭

り
で
、
熊
本
地
震
の
す
ぐ
あ
と
だ
っ
た
の
で
一
時

は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に

準
備
も
か
か
っ
て
い
た
し
漁
師
の
多
い
地
域
に

と
っ
て
大
切
な
お
祭
り
だ
っ
た
の
で
、
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
伊
藤
知
事
が
来

賓
と
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
招
待
し
た
の
は
も

ち
ろ
ん
地
元
の
方
で
す
が
、
ま
さ
か
熊
本
地
震

の
す
ぐ
あ
と
で
県
知
事
と
し
て
の
対
応
で
忙
し

い
は
ず
だ
か
ら
来
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
や
っ
て
き
た
伊
藤
知
事
は
ま
る

で
地
震
な
ん
て
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
お
祭
り

会
場
で
ふ
ぐ
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
、
地
震
や

原
発
の
話
に
は
一
切
触
れ
ず
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
「
原
発
が
な
い
と
困
る
」
と
言
っ

て
い
た
地
元
の
方
も
さ
す
が
に
嫌
悪
感
を
抱
か

れ
た
よ
う
で
す
。
し
か
も
伊
藤
知
事
は
そ
の
時

す
で
に
九
州
電
力
の
「
原
発
は
停
止
し
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
「
九

州
電
力
に
任
せ
て
い
る
か
ら
」
と
県
知
事
と
し

て
原
発
停
止
要
請
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
伊
藤
知
事
を
押
し
の
け
、ま
る
で
ヒ
ー

ロ
ー
の
よ
う
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
三
反
園
知
事

で
す
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
か
も
、
と
い
う
の

が
個
人
的
な
感
想
で
す
。
選
挙
期
間
中
は
、
三

つ
巴
で
は
伊
藤
知
事
に
は
勝
て
な
い
か
ら
、
と
い

う
理
由
で
反
対
運
動
界
隈
か
ら
出
馬
し
た
候

補
者
が
立
候
補
を
断
念
し
ま
し
た
が
、
彼
に
対

す
る
三
反
園
知
事
の
態
度
や
原
発
反
対
運
動
を

掲
げ
て
い
る
団
体
へ
の
対
応
を
見
て
い
る
と
、
今

回
の
九
州
電
力
へ
の
停
止
要
請
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
見
方
は

少
数
派
で
一
般
的
に
は
歓
迎
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
果
た
し
て
彼
が
何
を
考
え
ど
こ
を
目
指

し
て
い
る
の
か
、ま
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
妄
信

的
に
彼
を
応
援
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
今

後
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。（

天
文
館
ア
ト
ム
ズ
・
井
上
真
紀
さ
ん
）

新
潟

各
種
報
道
に
よ
る
と
、
原
子
力
規
制
員
会
は

8
月
下
旬
、
東
電
柏
崎
刈
羽
6
、
7
号
機
の
審

査
を
優
先
し
て
進
め
る
方
針
を
固
め
た
模
様
で

す
。
一
方
、
8
月
30
日
、
4
選
出
馬
を
表
明
し

て
い
た
新
潟
県
の
泉
田
裕
彦
知
事
が
、
知
事
選

（
9
月
29
日
告
示
、10
月
16
日
投
開
票
）
へ
の
不

出
馬
を
発
表
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
新
潟
日
報

が
フ
ェ
リ
ー
購
入
問
題
で
知
事
側
の
主
張
を
掲

載
し
な
い
こ
と
を
あ
げ「
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
は
、
十
分
に
訴
え
を
県
民
に
お
届
け
す
る
こ

と
は
難
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
こ
の
事
態
を

受
け
、
泉
田
氏
を
支
持
す
る
団
体
「
お
む
す
び

の
会
」
は
9
月
2
日
よ
り
、
不
出
馬
撤
回
を
求

め
る
署
名
集
め
を
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、
会

の
呼
び
か
け
人
の
一
人
の
橋
本
桂
子
氏
は
「
原

発
」
新
潟
県
民
投
票
「
み
ん
な
で
決
め
る
会
」

の
代
表
を
務
め
た
人
で
す
。
会
の
詳
細
や
動
向

に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.
facebook.com

/om
usubinokainiigata/

）

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
当
会
報
の
発
送
時
に

は
、既
に
知
事
選
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
原
発
再

稼
働
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

(

運
営
委
員
長
・
鹿
野)

柏崎刈羽原発（新潟県柏崎市・刈羽村）川内原発ゲート前・再稼働に抗議する人びと

伊方原発前で再稼働に抗議する人びと
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図
書
紹
介

『
科
学
不
信
の
時
代
を
問
う: 

 

福
島
原
発
災
害
後
の
科
学
と
社
会
』

２
０
１
６
年
5
月
刊
行

島
薗 

進
・
後
藤 
弘
子
・
杉
田 

敦 

編

合
同
出
版　

２
７
０
０
円

２
０
１
１
年
3
月
の
東
電
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
原
発
災
害
は
、
約
5
年
後
の
今

も
膨
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
社
会

の
な
か
で
の
科
学
・
技
術
へ
の
信
頼
は
大
き
く

低
下
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代
社
会
の
基
盤
を

揺
る
が
す
事
態
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
学
術
会
議
第
一
部（
人
文
社
会
系
）で

は
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、２
０
１
２
年
か
ら

「
福
島
原
発
災
害
後
の
科
学
と
社
会
の
あ
り

方
を
問
う
分
科
会
」
を
起
ち
上
げ
、
そ
の
2

年
半
の
討
論
に
基
づ
き
「
提
言 

科
学
と
社
会

の
よ
り
よ
い
関
係
に
向
け
て
―
福
島
原
発
災

害
後
の
信
頼
喪
失
を
踏
ま
え
て
―
」

（
２
０
１
４
年
）
を
ま
と
め
た
。
本
書
は
、こ

の
分
科
会
の
審
議
と
２
０
１
３
年
に
福
島
市

で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
も

と
に
、新
た
に
関
係
者
の
書
き
下
ろ
し
を
加
え

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
分
科
会
委
員
に
は
、当

会
顧
問
で
あ
る
杉
田
敦
氏
（
法
政
大
学
教

授
）、
２
０
１
４
年
に
当
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
原
子
力
政
策
を
ど
う
決
め
る
か　

福
島
原

発
事
故
を
き
っ
か
け
に
」に
登
壇
し
た
吉
岡
斉

氏
（
九
州
大
学
教
授
）、
本
書
の
編
集
、
執
筆

者
と
し
て
、
同
じ
く
登
壇
者
の
寿
楽
浩
太
氏

（
東
京
電
機
大
学
助
教
）
の
名
前
が
あ
る
。

杉
田
氏
に
よ
れ
ば
、本
書
で
追
及
さ
れ
て
い

る
「
科
学
と
社
会
の
関
係
」
に
関
す
る
論
点

は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
科
学
の
自
律
性
な
い

し
中
立
性
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
り
、
科
学
者

の
研
究
活
動
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て

政
治
権
力
や
経
済
的
な
影
響
力
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
二
つ
目
は
、
科
学
が
解
明
で
き
る
こ

と
の
限
界
で
あ
り
、も
し
限
界
が
あ
る
な
ら
科

学
者
と
市
民
が
不
断
の
対
話
を
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
三
つ
目
は
、科
学
的
な
論
点

を
め
ぐ
る
熟
議
の
仕
方
に
関
す
る
議
論
で
あ

る
。「
専
門
家
」
た
る
科
学
者
に
丸
投
げ
が
で

き
な
い
と
す
れ
ば
、リ
ス
ク
の
負
担
な
ど
実
践

的
な
問
題
は
人
々
が
決
め
る
し
か
な
い
。
ま

た
、人
々
が
合
理
的
判
断
を
す
る
た
め
に
、科

学
者
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
。

第
一
、
第
二
の
論
点
は
、
前
述
の
当
会
シ
ン

ポ
で
も
議
論
さ
れ
、
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
原

発 

決
め
る
の
は
誰
か
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
第
三
の
熟
議
の
あ
り
方
は
、直
接
投
票

と
の
関
連
に
お
い
て
今
後
さ
ら
に
追
及
さ
れ

る
べ
き
論
点
で
あ
ろ
う
。
各
章
で
は
、原
発
事

故
を
は
じ
め
様
々
な
角
度
か
ら
「
科
学
と
社

会
の
関
係
」
に
つ
い
て
解
題
さ
れ
て
お
り
、
市

民
の
側
か
ら
そ
の
再
構
築
を
考
え
る
上
で
も

勉
強
に
な
る
一
冊
で
あ
る
。 

（
稲
田
）

交
流
団
体
紹
介

●「
原
発
」
都
民
投
票
の
会

２
０
１
６
年
の
私
た
ち

「
原
発
」
都
民
投
票
の
会 

共
同
代
表　

野
本
耕
作

私
た
ち
は
、
今
年
3
月
1
日
（
ビ
キ
ニ

デ
ー
）
か
ら
11
日
ま
で
、再
び
渋
谷
ハ
チ
公
前

の
空
に
「
原
発
」
と
「
市
民
自
治
」
の
旗
を

掲
げ
た
。
愛
媛
県
八
幡
浜
市
民
へ
の
敬
意
で

も
あ
る
。
２
０
１
２
年
に
、
私
た
ち
東
京
都

有
権
者
32
万
３
０
７
６
人
は
原
発
の
是
非
に

投
票
す
る
こ
と
を
求
め
た
。市
民
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
決
め
て
し
ま
う
と
い
う
因
習
は
、最

近
で
は
豊
洲
新
市
場
問
題
に
顕
著
だ
。

ま
た
、
小
勉
強
会
を
続
け
て
い
る
。
お
題

だ
け
だ
が
、「
憲
法
95
条
」「
子
ど
も
食
堂
」

「
警
視
庁
機
動
隊
沖
縄
派
遣
」「
伊
方
原
発
と

八
幡
浜
市
の
こ
と
」「
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
必
要
」「
電
気
料
金
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

託
送
料
金
の
原
子
力
発
電
関
連
費
用
」「
砂

川
闘
争
に
お
け
る
市
町
村
合
併
の
影
響
」。

１
９
４
５
年
、
焼
け
野
原
東
京
の
「
民
」

は
一
個
の
み
か
ん
箱
な
ど
で
「
市
」
を
開
き
生

き
た
。
２
０
１
６
年
、
一
枚
の
紙
と
一
本
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
私
た
ち
は
同
じ
こ
と
を
し
て

い
る
。

メ
ー
ル
会
員
（
会
費
無
料
）
の
申
込
み

⇒
E.m

ail:tom
intohyo.nuke@

gm
ail.

com

●
原
発
対
話
の
会

対
話
の
会
事
務
局
も
務
め
る 

運
営
委
員
長
・
鹿
野
よ
り

「
原
発
対
話
の
会
」
は
、東
京
都
狛
江
市
内

の
Ｍ
Ａ
Ｐ
と
い
う
会
場
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
会
で
す
。
原
発
賛
成
、
反
対
、
ど
ち
ら

で
も
な
い
・
・
・
各
々
主
張
は
異
な
っ
て
い
る

と
し
て
も
、原
発
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
事
柄
に

つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
、
真
摯
に
対

話
を
進
め
て
い
こ
う
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、

み
ん
な
で
決
め
よ
う
「
原
発
」
国
民
投
票
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
12
月
の
発
足
以
来
、
会
の
開

催
は
16
回
を
数
え
、
元
東
電
社
員
で
作
業
員

支
援
な
ど
を
し
て
い
る
吉
川
彰
浩
さ
ん
（
最

多
の
4
回
）、
当
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
登
壇
し

て
い
た
だ
い
た
澤
田
哲
生
さ
ん
（
東
工
大
）
や

寿
楽
浩
太
さ
ん
（
東
京
電
機
大
）、
相
馬
中

央
病
院
勤
務
の
越
智
小
枝
さ
ん
、
今
中
哲
二

さ
ん
（
元
京
大
）、
菅
直
人
元
総
理
、
原
研
や

電
力
中
央
研
究
所
の
職
員
な
ど
、
多
彩
な
ゲ

ス
ト
を
招
い
て
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
後
に
は
同
じ
会
場
で
懇
親
会
を

開
き
、
ビ
ー
ル
や
泡
盛
を
飲
み
な
が
ら
楽
し

く
語
り
合
う
の
が
恒
例
で
す
。
次
回
は
11
月

19
日
、
お
し
ど
り
マ
コ
さ
ん
を
招
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
鹿
野
ま
で
。

（
０
９
０
‐
１
７
０
２
‐
８
１
３
６
）
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み
ん
な
で
決
め
よ
う
「
原
発
」
国
民
投
票
は
、
4
月

22
日
・
23
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
代
々
木
公
園
で
開

催
さ
れ
た
「
ア
ー
ス
デ
イ
東
京
２
０
１
６
」
に
ブ
ー
ス

を
出
展
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
原
発
」
都
民
投
票
の
会
が
、
当
会
に 

「
賛
同
」
と
い
う
形
で
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

署
名
集
め
や
会
の
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、メ
イ

ン
の
出
し
物
と
し
て
〈
模
擬
「
原
発
」
国
民
投
票
〉
を

実
施
し
ま
し
た
。

〈
模
擬
「
原
発
」
国
民
投
票
〉
で
は
、原
発
の
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
5
つ
の
選
択
肢
を
提
示
し
て
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
を
選
ん
で
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

だ
け
な
ら
た
だ
の
シ
ー
ル
投
票
で
す
が
、
今
回
は
初
の

試
み
と
し
て
、
参
加
者
に
選
択
肢
を
選
ん
だ
理
由
を
書

い
て
も
ら
っ
た
り
、
他
の
人
が
書
い
た
理
由
に
賛
同
し
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
で
単
純
に

自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
ブ
ー
ス
の
前

で
足
を
止
め
て
も
ら
い
、い
ろ
ん
な
人
の
多
様
な
意
見
に

接
し
て
、
原
発
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。

理
由
は
大
き
く
「
安
全
性
」「
供
給
」「
コ
ス
ト
」「
環

境
」「
そ
の
他
」
の
5
つ
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
て
縦
軸
と

し
、
横
軸
と
な
る
5
つ
の
選
択
肢
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
大

き
な
模
造
紙
に
表
現
し
ま
し
た
。

5
つ
の
選
択
肢
に
対
す
る
最
終
的
な
投
票
数
は
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
設
問
】
現
在
あ
る
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、 

こ
れ
を
ど
う
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
か
？

① 

即
時
ゼ
ロ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

３
９
７
票

② 

10
年
後
に
ゼ
ロ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

77
票

③ 

２
０
３
０
年
代
に
ゼ
ロ・
・
・
・
・
・
・

33
票

④ 

依
存
度
を
減
ら
し
て
い
く
が 

ゼ
ロ
の
時
期
は
定
め
な
い・
・
・
・
・
・

49
票

⑤ 

依
存
度
を
減
ら
さ
な
い・
・
・
・
・
・
・

25
票

会
場
が
環
境
問
題
に
関
心
の
高
い
人
が
多
い
ア
ー
ス

デ
イ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、票
数
と
し
て
は
圧
倒
的
に
「
即

時
ゼ
ロ
」
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
参
加
者
が
考
え
て
い
る
の
を
邪
魔
し
な

い
よ
う
に
し
な
が
ら
、悩
ん
で
い
る
よ
う
な
ら
話
し
か
け

て
、
情
報
を
伝
え
た
り
、
質
問
し
た
り
し
ま
す
。
大
切

な
こ
と
は
、
参
加
者
と
議
論
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
参

加
者
の
考
え
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
で
す
。自
分
と
異

な
る
意
見
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
に
は
、
一
定
の
ス
ト
レ

ス
が
か
か
り
ま
す
。
傾
聴
者
と
し
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
、
ま
た
楽
し
ん
で
帰
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は

エ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
と
し
て
の
技
量
も
求
め
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
意
味
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
刺
激
的
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

当
会
と
し
て
は
今
後
、原
発
に
つ
い
て
の
様
々
な
意
見

や
事
実
を
し
っ
か
り
と
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
簡
潔
な
資
料
を
作
っ
た
り
、
パ

ネ
ル
を
作
成
し
た
り
し
て
、
有
意
義
な
判
断
材
料
を
提

示
し
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
材
料
は
、今
回
の
よ
う
な
模
擬

「
原
発
」
国
民
投
票
の
と
き
に
使
用
す
る
ほ
か
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
題
材
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
一
般
の
日
本
人
は
議
論
が
で
き
な
い
」「
政
治
家
よ

り
国
民
の
方
が
愚
か
だ
」。
そ
う
い
っ
て
「
原
発
」
国
民

投
票
の
実
施
に
反
対
す
る
人
が
い
ま
す
。
私
た
ち
は「
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
。
原
発
の
是
非
は
、
国
民
一
人
一
人
が

考
え
、
議
論
し
、そ
し
て
投
票
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー

マ
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
模
擬
「
原
発
」
国
民
投
票
等

の
実
践
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
示
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

（
4
月
29
日
発
表
の
当
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
記
事
を
編
集
し
て
掲
載
）

アースデイ東京2016 
模擬「 原発」国民投票を実施しました。
Repor

t
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編集後記

今
回
、イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
に
つ
い
て

の
原
稿
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
取
材
は
大
好
き
な
の
で
す
が
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
は
ま
だ
ま
だ
苦
手
で
、
編
集
委

員
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
今
回
、

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
大
芝
）

５
年
目
に
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
編
集
に
携

わ
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。「
原
発
」
に

関
す
る
動
き
や
「
国
民
投
票
」
に
関
す
る

社
会
の
動
き
は
５
年
前
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
十
分
に
追
い
つ
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
欲
し
い
未
来
に

向
か
っ
て
、わ
ず
か
で
も
わ
た
し
な
り
の
歩

み
を
進
め
て
い
こ
う
と
、
あ
ら
た
め
て
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
森
）

10
月
22
日
は
拡
大
運
営
委
員
会
で
神

田
神
保
町
に
集
合
。
こ
こ
か
ら
お
茶
の
水

に
か
け
て
は
楽
器
の
街
な
ん
で
す
ね
。
覗

き
た
い
、
け
ど
自
分
が
怖
い
。
手
ぶ
ら
で

帰
れ
な
い
か
も
。で
も
や
っ
ぱ
り
覗
く
だ
け

で
も
・
・
・
そ
れ
か
ら
お
昼
は
や
っ
ぱ
り

「
ま
つ
や
」
で
蕎
麦
や
な
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
編
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
神
田
で
会
い
ま
し
ょ
う
。 

（
大
音
）

当会・地域の活動状況と告知
北海道 	 報道倫理をテーマにしている研究者がいるので、国民・住民投票時の報道について語り合ってい

きます。リーフレット配布も抵抗感の無い人でペースアップしたいです。（山下）

東北 	 東北は今年度具体的な活動は行えませんでしたが、公開討論会などの「お任せ民主主義からの脱
却」に繋がるような地域の情報を積極的に紹介して参りました。（砂子）

千葉 	 ２年前に千葉大で 10 回に亘って開催した「市民の市民による市民のためのエネルギー講座」を
ベースにした本を出版するための活動を再開。出版会議を２回開催しました。（寶川）

埼玉 	 上尾市では、図書館新築移転計画の見直しを求める直接請求運動が佳境に入っています。原発埼
玉県民投票で引き合わせた人が中心になってやっています。（竹内）

東京 	 4 月 22・23 日に代々木公園で開催された「アースデイ東京 2016」に出展。今年は＜模擬「原発」
国民投票＞と銘打ち、原発について話し合う場を持ちました。（鹿野）

神奈川 	 5 月「鎌人いち場」（鎌倉）にブースを出展。今回は国政選挙も近いということもあり、「あなた
は、どの政党の原発政策を支持しますか？」という設問でシール投票を行いました。3 つの選択肢
と最終的な票数は、①即時ゼロ（共産、社民、生活等）：	156 票／② 2030 年代にゼロを目指す
（民進）：12 票／③ 2030 年に原発比率を 20 ～ 22％（安倍政権 ( 自民・公明 )）：25 票／①と②
の中間：2 票、でした。10 月 16 日の鎌人いち場（由比ガ浜海浜公園）にも参加します。（宮本）

東海 	 7 月 16 日（土）愛知サマーセミナー 2016 に講座参加。各種講演会会場前などでリーフレット配
布。定期活動として、毎週土曜日に栄噴水南バスターミナル前署名活動（雨天は中止）。（渡邊）

関西 	 4 月に大阪造幣局桜の通り抜けで街宣しました。8月より有志で憲法改正国民投票実施を見据えた
勉強会を 4 回開催しました。次回は 10/16(vol.5)、29(vol.6)、西宮にて。（本村）

全国 	 東京で 12 月の土曜日を候補に、原子力政策と熟議をテーマにしたイベントを計画中。	
確定しましたら一斉メール、ＨＰでお知らせします。ぜひご参加下さい。（稲田）

★ 10月 22日（土）東京堂ホール（東京・神保町）にて、2016年度拡大運営委員会と講演イベント 
「福島第一原発　原発避難を考える（仮）」を開催します。詳しくは同封の案内をご覧ください。
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